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身体障害者手帳の認定基準が、2018 年 7 月 1 日から改定された。日本学術会議

にて問題提起されてから 10 年、前回の基準改定から実に 23 年を経ていた。そ

の大きな変更点は「両眼の矯正視力の和」が「良い方の目の矯正視力」になっ

たことと自動視野計での判定基準が明確化されたことであった。法改定ではな

い、省令の改定の範囲での変更であった。公布前の１年間、当事者団体の代表

を交えた「視覚障害認定基準に関する検討会」が厚生労働省主導で 5 回開催さ

れ、それまでの 10年に日本眼科学会と日本眼科医会の関連委員会で揉まれた原

案を検討した。主たる変更点は、原案に含まれていたが、この検討会における

最大の修正点は、中心視野にだけ機能低下を有する者にも視野障害としての等

級が割り振られたことであった。よって、前基準の下で不公平感を抱いていた、

両眼とも 0.2 程度の視力低下をきたしている者の多くが救済されることとなっ

た。しかし、今回の改定には、積み残し案件がいくつかあった。Functional Vision 

Scoreを使用すべきという意見、片眼失明を考慮すべきという意見、視力と視野

だけでは評価できない視覚障害に相当する状態を考慮すべきという意見はもと

より、視力と視野の基準についても法律の枠を超えた適正化を行うべきという

意見があった。改定後２年を経過した現時点において、まずは新基準で改善さ

れた点と改悪された点を明らかにしたい。 
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